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Yajnavalkyaの ア ー トマ ン の形 容 語 と

Buddhaの 四 苦

後 藤 敏 文

1.Yajnavalkyaが 二 回の対論を通 じてJanaka王 にatmanの 教 説を明かす

Brhadaranyakopanisad[BAU]Ⅳ1-4の 最 末尾 こ々,atmanの 修 飾語 と して

ajart-「 老 いない」,amara-「 死 なない」,amrta-「 不 死 の」,abhaya-「 恐 れない」

の四語が現われ る。amara-「 死 なない」 とamrta-「 不死 の」 とは一見同義に思

わ れ,ま た,各 語の必然 性その ものについて も,こ れ まで特別注意が払われてい

なか った よ うに思われ る。当時の思想界の問題意識を背景に据え てこの点を検討

し直 し,更 にその結果をBuddhaの 四 苦 と対比 して,思 想 史的 意義を探 っ て み

たい:

(1) BAU (Mddhyandina)‡W 4, 30-31 = SB ‡]‡W 8, 2, 30-31 sa va esa mahan aja 

atma |'jaro 'maro 'bhayo 'mrto brahma-. abhayam vai janaka prapto siti yajna-

valkyah.1) so 'ham bhagavate videhan daddmi mam capi ' saha dasyayeti. •a sa va esa 

mahan aja atma I ajaro (atmajaro) 'maro 'bhayo 'mrto brahma-. abhayam vai

brahma-.abhayamhivaibyahmabhavatiyaevamveda.「 そ の ま うな,こ の,偉 大 な

不 生 のatrnanは,老 い ず,死 な ず,恐 れ ず,不 死 であ り,brahmanな の だ。 安 泰(恐

れ な き こ と)に,ジ ャナ カ よ,君 は 到 達 して い る の だ」 と ヤ ー ジ ュニ ャ ヴ ァル キ ャは言

った 。(ジ ャナ カは 言 った:)「 この 私 は 貴 兄 に ヴ ィデ ー ハ の人々(=国)を 与 え ます 。

そ して 私 を も一 緒 に,下 僕 と して 仕 え るた め に 」。 そ の よ う な,こ の,偉 大 な不 生 の

atmanは,老 い ず,死 な ず,恐 れ ず,不 死 であ り,brahmanな の だ 。Brahmanは 安

泰(恐 れ な き こ と)な の だ 。 この よ うに 知 って い る者 は,ま さ し く安 泰 であ る(と こ ろ

の)Brahmanを 自 らの もの とす る2)の で あ る 。

mahanajaatmaが 一 組の 主語であ ることは,直 前 のM[adhyandina]29～

K[anva]24に よ り明らかである3):

(2) sa va esa mahan aja dtma | 'nnddo vasudanah. sa yo haivam annddam vasu-

danamveda,vindate4) vasu.そ の よ うな一この 偉 大 な 不 生 のatmanは 食 物 を食 す 者,
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物(財 産)を 与える者である。そのような者として食物を食す者,物(財 産)を 与える

者をこのように知っている者は,物(財 産)を(自 分のために)見 出す。

2.こ こに引用 した帰結文か ら知 られ るよ うに,Janaka王 が 求めていたのは,

恐 れ(bhaya-),し か も,死,な い し,死 後 自己が ど うな るかについて の恐怖か ら

の開放 であ る。 こ の 意味 で も,沙 門果経SamannaphalasuttaのBuddhaと

Ajatasatruの 対 話 との類似性が注 目される。DEussEN,SechzigUpanishad's

desVeda(1897~31938)456はBAUⅣ1-2の,Brahmanは 何 であるか に関す

る諸師の教説を列挙す る,い わば戯曲化 された学説史の部分について,沙 門果経

が これを手本 とした可能性を述べてい るが,王 が希求 してい るのは,要 す るに,

死 と死後への恐怖を克服 して恐れ のない境地に達す ることであ り,会 話 の枠組み

と書的の全体に於て も,両 者の共通性が顕著 であ る。

2.1.ajara-,amara-,amrta-,abhaya-の 四 語は この死後へ の恐れ と直接 に関連

してお り,単 なる修飾 の た め の 語 で は な い。ajara-が 「老いない,歳 を取 らな

い」,abhaya-が 「恐 れない」 を意味す ることは明 らかであ る。amara-は 文 字 どお

りには 「死なない」で あ り,amrta-が 最 も古い時代か ら5)「 不死の」,「死 とい う

ものをそ もそ も持たない」 ことを意味 していた と考え ることも認め られ るであろ

う。6)そ れな らぽ,amaya-とamrta-と の 関係は どう考えるべ きで あ ろ うか。 こ

れを解 く鍵 は,Upanisadの 議 論が,死 後の 自己の在 り方を焦点の一つ として進

展 して きた こ と,そ の元 を遡 ると,Brahmana期 に特 には っき りと話題に上 っ

ている,天 界におけ る再 死への恐れ とその克服を巡 る議論に帰着す る,と い うこ

との中にあ ると思われ る。7)こ こでは,こ の種の観念が明確に現われてい る,最

も古い と思われ る例を紹介 してお きたい:

(3) Maitrayani Samhita ‡T 8, 6 : 123, 18ff. yo vai bahu dadivan bahv ijano 'gnim 

utsadayate, ' ksit. tad vai tasya tad. ajana vai sukrto 'mum lokam naksanti. te va 

ete yan naksatrani. yad ahur, jyotir avapadi tarakavapaditi, to va ete 'vapadyanta.

aptvasthitetoidamyathalokamsacanteyadamutahpracyavante.ひ とが,多 く布 施

を な し,多 く祭 式 を 行 な った 者 と して,[自 分 の]祭 火 を(死 に よ って)片 付 け るな ら

ば,[彼 のistdpurta-祭 式 と布 施 の 効 力]は 不 滅 な の だ 。 そ の よ うな(不 滅 の)そ れ(祭

式 と布 施 の効 力)が 彼 の も の とな る の だ。 祭 式 を行 な った 善行 者 た ち は か の 世 界へ 到 達

す るの だ 。 星 座 た ち な る もの は,そ うい うこの 者 た ち な の だ。 人 々が 「光 が 落 ち た ぞ 。

流 れ 星 が 落 ちた ぞ 」 とい う時 には,そ うい うこの 者 た ち が 落 ち てい るの であ る。[か の
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世界に]到 達し,留 まった後,彼 らは,か の世界から去り出るや即ち,そ れぞれの世界

に応じて,こ こ(地 上)へ と従 う。

2.2.Yajnavalkyaは 善 い 行 為 に よ っ て(sadhukdyi,punyenakarmand),(来 世

に)善 く(sadhuh,punyah)な る,つ ま り,よ い 状 態 に 生 ま れ 変 わ り,悪 い 行 為 匠

よ っ て(pdpakdyi,papena),悪 く(papah)な る,と い うkayman-の 説(MⅣ4,6～

KⅣ4,5)を 教え た 後,karman-の,従 っ て 輪 廻 の 原 因 と し て 欲 望(kama-)を 指

摘 す る 。 引 き 続 い て,欲 望 の な い ひ と の 場 合 は 輪 廻 を 超 越 す る 旨 を い う:

(4) M ‡W 4, 8f. (~K ‡W 4, 6f.) athakamayamano, yo ' kamo niskama atmakama apta-

kamo bhavati, na tasmat prank utkramanty. atraiva samavaniyante. brahmaiva san 

brahmapy eti •a tad esa sloko bhavati | yada sarve pramucyante 1 kama ye 'sya hrdi

sthitah|athamaytyo'mrtobhavaty(bhoti)1atyabyahmasamasnute.次 に,欲 望 して

い な い ひ とは,[つ ま り]ひ とが 欲望 な く,欲 望 を 離 れ,自 己(atman)[の み]を 欲 望

し,欲 望 を達 成 した 者 と な る と,そ の ひ とか らは 生 体 諸 機 能 は 出 て 行 き ませ ん 。 こ こ

[に い る]ま ま で,統 合(回 収)さ れ ま す。[彼 は]brahmanそ の もの な の で す か ら,

brahmanへ 帰 入 しま す。 それ に つ い て,次 の頌 が適 用 され ます:「 彼 の 心臓 に位 置 して

い る,全 て の欲 望 た ちが 解 き放 た れ るや 即 ち,す る と,死 すべ き 者 は不 死 に な る 。 この

場 合(ま た は:こ こ,地 上 で),彼 はBrahmanに 到 達 し了せ る」。

ここでは,amrta-「 不死,不 死の」が 「生きている者が死なないこと」ではな

く,「一旦死んだ者が天界で再死するこ とな く,従 って地上に再生することがな

い」とい う意味で用いられている。当時の哲学的 ・自然学的議論の次元では,死

後,ひ とは一旦天界(な いしは,そ れに類するよい存在)に 生まれかわることが原則'

として考えられていた。上に引いた 「悪い行為によって悪 くなる」が意図してい

るのも,死 後到達した天上等での状態を言 うよりも,無 論それとも関連するであ

ろ うが,そ こでの再死を経て,次 に地上に再生した時の状態を言 うものと解釈さ

れる:

(5) BAU-M ‡W 4, 5 (~K ‡W 414) tad yathd pesaskari | pesaso matram apdday-

anyan navataram kalydnataram rupam tanuta, evam evayam purusa1 idam sariram 

nihatyavidyam gamayitvanyan navataram2 rupam tanute, patryam va gandharvam 

va 3brahmam va prajapatyam va daivam va mdnusam vanyebhyo va bhutebhyah3 •a

[1Katma.2Kは こ こ で もkalyanataramを も つ;Mで はEd.KasiSSが 同 様(二 写

本 に これ を 欠 く旨注 記)。3K...daivamvapr°vabrahmamvanyesamvabhutanam.]
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そ れ は,ち ょ う ど,綾 織 りを 織 る 女 が綾 織 りの 要 素 を ほ どい た後,別 の,よ り新 しい,

よ り素 晴 ら しい 形 を 織 る よ うに,ち ょ うどそ の よ うに,こ のpurusaは この 身体 を打 ち

倒 し,無 知 に赴 か せ た 後,別 の,よ り新 しい形 を[自 ら に]織 りま す,(す な わ ち)祖

霊 に 属 す る,ま た はGandharvaに 属 す る,ま た はBrahmanに 属 す る,ま た はPra-

japatiに 属 す る。 また は神 々に属 す る,ま た は 人 間 た ち に 属す る[形]を,ま た は他 の

諸 存 在 の為 に[そ れ ぞ れ の 形 を]。

3.以 上のことを念頭において,Buddhaのdukkha-「 苦」を検討してみたい。

初転法輪中に見られ る四聖諦の教説の中で,苦 諦は例えぽ次のように呈示されて

いる:

(6) Vinaya ‡T 10 : 1 6, 19 (cf. SN ‡X 421 : LV‡T 11, 5) idam kho pana bhikkhave 

dukkham ariyasaccam, jati pi dukkha, jarapi dukkha, vyadhi pi dukkha, maranam 

pi dukkham, appiyehi sampayogo dukkho, piyehi vippayogo dukkho, yam p' iccham 

na labhati tam pi dukkham, samkhittena panc' upadanakkhandha pi dukkha. ‚Ü‚½,

比丘たちよ,苦 という高貴な人々にとっての真実8)と は次のことである。生まれること

も苦しい。老いも苦 しい。病 も苦 しい。死も苦 しい。好ましくない人々と一緒になるの

も苦しい。好ましい人々と離れるのも苦しい。望みながらも得られないこと,そ れも苦

しい。纒めて,五 つの取得の蘊(枝 分)も 苦 しい。

老 ・病 ・死が苦しみをもたらすことは明白である。BAUに 於ける不老 ・不死・

無畏と比較すると,Buddhaの 教説に於ては,人 間の通常の人生で避けられない

苦しみとい う,い わば市民的次先での見方に重点が置かれていると言える。検討

を要す るのは 「生」jati-である。我々の一般生活で,理 性の芽生える前の出来事

である誕生について,そ れを苦しみと捕えることは必ずしも当然 とはいえない。

後の仏教スコラ学の伝統では母胎中と誕生時 とに被る苦 しみ と解釈されているよ

うであるが,9)老 ・病 ・死自体がdukkha-「 苦しい」,つ まり,「苦しみをもたら

す」 とい う本質を有することと対比させて考えると,誕 生そのものが苦とい う本

質を持つ,つ まり必ず苦しみをもたらすものである,と い うことが意図されてい

る筈 であ り,「誕生に付随する苦」は二次的問題と言わざるを得ない。そのよう

な異 な った次元の事柄を,イ ソド自然学の,あ る意味で頂点に達した時期に,

Buddhaが 意図したとは考えられない。

4.仏 教 でも,本 来,輪 廻 の中での再生 とい う意味 でjati-「 誕 生」10)が 言わ れ

てい ることは,改 めて指摘す るまで もない。DⅡ305,6-9:ⅩⅩ Ⅱ18は,苦 の
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列挙(例6に 類似)に 続い て,生― 死― 憂― 悲嘆 と い う一種 の縁起 の前提 として

の誕生 とい う観点 の下 に,苦 を与 える誕生(「 生」)を 定義 してい う(SⅡ3は 同一

の文を十二支縁起の解説中に置いている,更 にcf.NiddⅡ147:257):

(7) katama ca bhikkhave jdti. yd tesamtesam sattdnam tamhitamhi sattanikaye jati 

sanjdti okkanti abhinibbatti khandhanam patubhavo ayatananam patilabho, ayam vuc-

catibhiklehavejati.そ して,比 丘 た ち よ,誕 生 とは 何 であ るか 。 個 々の 存 在 者 た ち が,

個々の存在者の種の中に,生 まれること,生 まれ成ること,降 りて くること,転 現する

(…へと転じ至る)こ と,[五]纏 が出現すること,[認 識機能の]働 く場(六 処)を 受

け取ること,こ れが,比 丘たちよ,誕 生(「 生」)と 言われている。11)

引 用 文中のokkanti(akranti-,ava-kram)は 地 上 よ り上 の世界にい る輪廻の

主体が母胎 に降 りて くるとい う観念 を基 に造 られ た語で あ り,Pali,BHS,古 典

Skt.を 通 じて確立 した表現 で あ る。12)先に 引用 した(3)(5)も そ れを前提 とし

ているが,更 に例え ぽ:

(8) BAU-M ‡W 4, 3 = SB ‡]‡W 7, 2, 3 (~BAU-K ‡W 4, 2) tena pradyotenaisa atma 

niskramati... tam utkramantam prang ' nutkramati. pranam anutkramantam sarve 

prang anutkramanti. samjnanam evanvavakramati, sa esa jnah savijnano bhavati.

tamvidydkaymanisamanvayabhetepuyvapyajnaca.そ の 閃 き を 通 って,こ のatman

は(外 へ)出 て 行 き ます 。...(上 へ)出 て行 くそ れ に,気 息 が つ い て(上 へ)出 て行 き

ます 。 つ い て(上 へ)出 て 行 く気 息 に,全 生 体 機 能 が つ い て(上 へ)出 て 行 き ま す 。

[か れ らが]同 意 した と こ ろへ と[atmanは]つ い て 降 りて 行 き ます 。 そ う す る と彼

(atman)は 認 識 す る 者,識 別 作 用 を 備 え た 者 とな ります 。 彼 に,(前 世[ま で の])知

識 と行 為 とが 一 緒 に後 ろか らつ か ま っ てい ます 。 そ し て,以 前 の(前 世 ま で の)洞 察 力

も[後 ろか らつ か ま っ て い ます]。

4.1.更 に,仏 典から,輪 廻の中での再生とい う意味でjati-「 誕生」が述べら

れている箇所を若 干挙げる。基本的には,生 の繰 り返しを苦 と認識しており,こ

の世を,楽 園と見て死を厭 うとか,地 獄や苦しみに満ちた下位の存在からの救済

と見る視点は欠けている:

(9)DⅡ30:ⅩⅣ2,18=SⅡ10:ⅩⅡ10,2(縁 起 説 へ の 導 入 部):kicchamvatdyam

loko apanno, jayati ca jiyati ca miyati ca cavati ca upaajjati (S upapajjati) ca. atha

6αpan'imassadukkhassanissayanamnappajanatijayamayanassa.災 厄に,な ん と,

この 世 は 陥 って い る こ とか 。 生 まれ,そ して 老 い,そ して 死 に(滅 び),そ して(天 界

等 か ら)転 退 し13),そ して(こ の 世 に)現 わ れ る。 しか もな お,こ の 苦 しみ か らの 出 口
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を,ひ とは 洞 察 しな い,老 と死 とか らの 。

(10)It76:§83(天 人五 衰) : yada bhikkhave devo devakayd cavanadhammo hoti

panca pubbanimittani patubhavanti. mala milayanti, vatthani kilissanti, kacchehi seda

muccanti,kayedubbanniyamokkamati,sakedevodevdsanendbhiyamatati.神 が,比

丘 た ち よ,神 の群 か ら転 退 す る定 め とな る時 に は,五 つ の 前 兆 が 現 わ れ る:花 輪 た ち が

し おれ る。 衣 服 た ちが 汚 れ る。 脇 の下 か ら汗 た ち が わ き出 る。 か らだ に 容 色 の 悪 さ が 出

て 来 る。 神 は 自 ら の神 の座 に安 ら ぎ を 見 出 だ さな くな る,と い う[以 上 五 つ の]。

(11)DⅡ15=ⅩⅣ1,29(誕 生時 のBuddhaの 雄 牛 の 声asabhi-vaca-):aggo 'ham

asmi lokassa, jettho 'ham asmi lokassa, settho 'ham asmi lokassa, ayam antimd jdti,

natthi'ddnipunabbhavo.私 は 世 界 の 第 一 人 者 ・最 上 者 ・最 勝 者 であ る。 これ は最 後

の誕 生 で あ る。 今 や,再 生 は存 在 しな い 。

(12) Sn p. 16 khina jati, vusitam brahmacariyam, katam karaniyam, naparam

itthattdydtiabbhanndsi.生 は 尽 くさ れ た 。 梵 行 は 住 され た 。 為 され るべ き こ とは為 さ

れ た 。 もは や(再 び)こ の よ うな 状態(こ の 世 での 生 存)へ と[至 る こ とは]な い 。 と

直 観 した 。(～MⅠ139…tipajandti;etc.)

(13) A ‡U 15, -4‡X(‡W 13) sammappadhdna maradheyyadhibhuno | te asitd jdtim-

aranabhayassa paragu | te tusitd jetvd maram savdhanam to aneja | sabbam namuci-

balamupativattatosukhita(ti).正 しい 努 力 を す る者 た ち は,死 の定 め を征 服 す る。

そ の よ うな 執 着 し な い者 た ち は生 と死 と恐 れ の彼 岸 に 至 る者 た ち で あ る。 部 隊 を 引 き連

れ た(cf.Sn442)死 神 に勝 利 して,彼 らは 満足 し て い る。 彼 ら は 動揺 しな い 。 魔 物

(Namuci)の 全軍(cf.NiddⅡ253:602)を 凌 ぎ越 え て,彼 らは 幸 福 で あ る。

(14) A ‡U 12, 20‡X (‡W 10) = ‡U 52, 23‡X (‡W 49) satta gacchanti samsdram | jatim-

ayanagamano誕 生 と死 とを 歩 み 行 く存 在 者 た ち は 輪 廻 を14)行 く。

5.こ れらの例から知られるよ うに,Buddhaの 四苦(生― 老―病―死)中 に

挙げられるjati「 誕生」も,本 来,輪 廻の中での再生を意味していたと理解する

のが自然である。この,再 生を苦と見なす考え方は,そ の否定として 「再生しな

いこと」,つ まり,「死後(天 界で)再 死 しないこと」,す なわちamrta-を 理想と

するBAUの 考え方に良 く対応する。即ち,以 下の表 の ごと く,Yajnavalkya

のatmanの 形容語とBuddhaの 四苦とは,肯 定:否 定の関係で対応 している。

更に,敢 て推理すれぽ,人 生を苦とする世界観が強 く打ち出 され て くる背景に

は,そ もそも天界での再死を巡る否定的議論から発展してきた為,と いう側面が

あるのではなかろうか。
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このように,初 期仏典に現れる世界観,人 生観は,古Upanisadの 生死観を受

け継ぎ,そ の延長上にあると見ることができるが,BAUに おけるYajnavalkya

のatman論 に見られるそれ と比べ,輪 廻に対する観念,思 弁の一段階進んだ姿

を示し,し かも,よ り普遍的に人間一般を対象とする性格が強い。しかし,あ く

までも輪廻中の人間存在の在 り方そのものを巡る思弁(縁 起による世界理解)に

中心があり,こ の世の中での出来事 としての病,悩 みなどは,ど ちらかとい うと

副次的な議論対象に留まっていると見なしうる。15)

1)BAU-K[apva]で は,Mの30に は Ⅳ4,23のUbrahmalokak.samraDenaM

pmpito'Siti hovaca yajnavalkyah.so,hambhagavatevidehandadamimamcapi

sahadasyayetiが 対 応 し,最 末 尾 の Ⅳ4,25にMの31に 対 応 す るsa va esa

mahdn aja atmajaro'maro'mrto'bhayobrahmabhayamvaibrahma...が 置 か れ て

い る。(K24は ほ ぼM28-29に 当 た る。)K23はMと 異 な り,Kaus.か ら作 られ

たprapito「 到 達 させ られ て い る」を 持 つ 。18Up.(Ed.LIMAYE-VADEKAR)はsamrat

の後 ろ に|を 置 き,enamで 新 しい 文 を始 め て い る が,enamは 文 の 二 番 目に 来 るべ き

Enklitikonで あ る;samradの 前 で文 を 区 切 るべ きか と思 わ れ るが,Vok.の 直 後 は 事

実 上 文 頭 で あ り,い ずれ に して も異例 で あ る;cf.GOTOFs.Thieme(1995)n.13。

2)一 般にこは 「この よ うに 知 る者 は,ま さ し く安 泰 で あ る と ころ のbrahmamに な る」

と解 釈 さ れ て いる が,K.HOFFMANNAufs.Ⅱ557-559が 指 摘 す るiddmbhuの 構

文(cf.GOTOⅠ.Pras.241n.528)と 考 え て,「brahmapを 支 配 す る,管 轄 す る,自

ら の もの とす る 」 と理 解 した 。

3)更 に,M23=K21(SIoka)ajaatmamahadhravak「 不 生,偉 大,堅 固(不

動)のatman」;K22sava esa mahan aja atma yo 'yam viptanamayah prayesu

ya eso 'ntar hrdaya akasastasmin chete「 この,生 体 諸 機 能 の うち で識 別機 能 よ り

な る もの が,ま さ し く この 偉 大 な,不 死 の ア ー トマ ソ な の だ。[そ れ は]心 臓 の 内 部

に あ る この 虚空,そ の 中 に横 た わ って い る」(Mは 異 な る;KⅡ1,17=Mib.:SB

XIV5,1,17に も同 じ文 が あ り,同 所 が 元 か と思 わ れ る)。

4)関 係 節 に 後 続 す る主 文 が 動 詞 で始 ま る場 合,そ の動 詞 が ア ク セ ン トを も つ(つ ま り

文頭 の価 値 を 持 つ)こ と に 関 し て は,例 えばMINARD,LaSubordinationdansla

ProseVedique(1936)p.180f.:§658の 諸 例 参 照 。

5)た だ し,RVでamrta-が 具 体 的 に どの よ うに 理 解 され て いた か につ い て は,必 ず

し も明 らか で は な い 。 例 え ば,地 上 で の100歳 と死 後 の天 界 で の永 遠 の生 命 とが 合 わ

せ て 考 え られ てい た も のか と も思 わ れ る。
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6)ajara-,amdra-,abhaya-を,動 詞 の 意 味 を そ の ま ま受 け 継 ぐ名 詞 を 後 肢 に もつ 限 定

複 合 語(cf.AiGⅡ-1215)と 解 した 。PapiniⅥ2,116はajara-,amara-,amitra-,

amrta-の ア クセ ン トを(こ の 順 序 で)Bahuvrihiと し て教 え てい る。 ア ク セ ン ト位

置 を も含 め て イ ン ドイ ラ ソ祖 語 に遡 るamrta-(cf.av.am∂sa<*n-mrto-)は 元 来

Bahuvrihiと して 作 られ た もの で あ ろ う(cf .AiGⅡ-1226,295)。 ア ク セ ン トの異

な るabhaya-は 実 体 詞 で あ る(お そ ら く,Bahuvrihi*abhaya-「 恐 れ の な い」 か ら ア

ク セ ン ト移 動 に よ って 「恐 れ な き こ と,無 畏,安 泰 」)。

7)punar-mrtyu-の 語 自体 はSB,TB,JB,KB,SAな ど に現 れ る。 そ の観 念 が 明確

に 表 明 され てい る箇 所 につ い て はS.LEVI,Ladoctorinedusacrificedansles

Brahmapas(21966)95-97,P.HORSCHASS25(1971)136f .参 照 。 更 に,井 狩 彌

介 「輪 廻 と業 」 岩 波 講 座 東 洋 思 想6,『 イ ソ ド思 想 』2(1988)276-306参 照 。

8)K.R.NORMAN,CollectedPapersⅣ171-174参 照(榎 本 文 雄 氏 の教 示 に よる)。

9)Cf.Visuddhimaggap.498-501(病vyadhiに っ い て の 解 説 を 欠 く)。 仏 教 を も含

め て,広 く後 の 文 献 に 見 られ る この 問 題 に つ い て は,原 実 「生 苦 」,玉 城 康 四 郎 博 士

還 暦 記 念 論 集『 佛 の 研 究 』(1977)p.667-683参 照 。 母 胎 中 と誕 生 時 の 苦 とす る解 釈

は,敢 て 想 像 す る な ら,死 後 地 獄 へ 落 ち る と い う観 念 が よ り一 般 的 に な った(な い

し,議 論 の 中 に よ り大 き な比 重 を 占 め る よ うに な った)後 代 に,誕 生 そ の もの を 苦 と

考 え る こ とが 必 ず し も明 白 に 妥 当 しな くな った こ と と関 連 す るか も しれ な い 。

10)jati-はVeda語 に は現 れ ず,Skt.で は 「生 まれ 」 即 ち 「生 まれ つ き,本 性,種,

出 自」 の 意 味 で用 い られ る こ とが 多 い;pali語 でjati-で 表 現 され る 「生 まれ る こ と,

誕 生,出 生 」 とい う意 味 で は,む しろ,Veda語 以 来 のjanman-が 用 い られ る 。後

者 のPaliで の 用 例 は,PTSD,PTCに よれ ば,Sn(Parayapa)1018adissajom-

mananzbruhi「 生 まれ(生 年)に 関 して 言 え」 の み で あ る 。

11)以 下,jara,maranam,soko,paridevo等 に つ い て 叙 述 され,vyadhiは 現 われ な い 。

この,誕 生 に関 す る列 挙 に時 間 的 ・過 程 的 意 味 が 帰 せ られ る とすれ ば,jatiあ に は動 詞

janの 「[父親 が 子 と して 生 まれ て くるべ き胎 児]を 造 る」 とい う原 義 の 力 が 生 き て

い た の か も知 れ な い 。 次 注 参 照 。

12)ava-kramに つ い て はWINDISCH,Buddha'sGeburt(1908)P.31参 照 。 更 に,医

学書からの例: Caraka-Samhitd ‡W 3, 3 yada canayos tathayukte samsarge sukra-

sonitasamsargam antargarbhasayagatam jivo 'vakramati sattvasamprayogat tada

garbho'bhinirvartate「 そ して,両 者(健 全 な 男 女)の そ の よ うな 状 態 で の 合体 が な さ

れ た 後,胎 盤 の 内 側 に 存 す る精 液 と血 液 と の合 体 物 へ と,純 質 と の結 合 に基 づ き,生

命 体(命 我)が 降 りて 来 る と,そ の時,胎 児 が 転 現 す る」。abhiniyvaytateは 例(7)

のabhinibbattiに 対 応 す る。

13)Palicavati,cuti-に つ い て はWINDISCH,Buddha'sGeburtp.30f.参 照:Skt.-

Textか らはMundUp,BhagGita,MBharか ら例 が 引 か れ て い る が,例(3)に 挙 げ

たMaitr.Samh.のpra-cyavanteは 注 目す べ き用 例 であ る。 例(10)を も見 よ。

14)ひ とは 輪 廻 の外 か ら輪 廻 へ と赴 くの で は な く,す で に輪 廻 の 中 を流 れ行 く もの で あ

るか ら,「 道 のAkk.」 と解釈 すべ き で あ ろ う。 この 用 法 はPaniniⅡ3,5に 記 述

され て い な が ら(kaladhvanyoratyantasanayoge「 時 と道 とに 完 全 に 終 わ りま で 関わ
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る場 合 に[Akk.が 用 い られ る]」),殆 ど確 認 され て い な い よ うに 思 わ れ る(例 え ば

DELBRUCKAi.Synt.171:§118を 見 よ)。Rgveda以 来 の用 例 に つ い て は 別 に 発 表

す る予 定 であ る。

15)従 って,生 ― 死,な い し,生 ― 老 ― 死 以 外 のbhaya-,vyadhi-,soka-の 検 討 は また

別 の 主 題 で あ る。 各 種 の テ キ ス トに現 わ れ る,い わ ぽ,苦 悩 の 一 覧 表(例 え ば,ChU

Ⅷ4,1Sanatkumaraの 教 説 中 のjara-mrtyu-,soka-,sukrta-,duskrta-)の 比 較 検

討 か ら も更 な る 視 点 が 得 られ る と思 わ れ る。

〈キ ー ワ ー ド〉 Ya jnavalkya,atman, amrta, 四 苦,Upanisadと 仏教 。

(大 阪大 学 教 授,Dr.phil)
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